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令和４年９月２０日 

宗像市議会 

議長 神谷 建一 様 

                              予算決算第２特別委員会 

                                  委員長 井浦 潤也 

 

 

委員会審査報告書  

 

 

本委員会に付託された事件の審査結果を報告します。 

 

記 

 

 第６２号議案から第６８号議案までの７議案は、地方自治法及び地方公営企業法の規定により、

令和３年度各会計歳入歳出決算が、監査委員の意見を付けて議会の認定に付されたものである。 

 

第 62 号議案 令和３年度宗像市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額     ２億１,７２３万６,８７４円 

歳出決算額     ２億１,７２３万６,８７４円 

歳入歳出差引額   ０円 

２ 令和３年度末で会計を閉鎖し、令和４年度より一般会計に移行したため、積み立てていた減

債基金を含めた収支差額分を全て一般会計へ繰り出した。 

３ 令和３年度の滞納者は２０人、件数は２９件で、そのうち１３人から納付があり、２人が完

済した。令和３年度末時点での滞納残高は６,３１７万５千円となった。 

４ 本市が第１抵当権を設定している物件について競売を行った。競売による回収金は、入金時

期の関係で令和４年度の一般会計の歳入となる。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・国が実施した事業でありながら地方自治体の業務負担が大きいことから、国が一刻も早く対処

すべきであると考える。職員の努力と成果については高く評価する。 

・今後は債務者の高齢化等によって債権の回収がより困難になることが見込まれる。償還推進助

成制度について、最後まで廃止しないよう県や国に強く要望してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 
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第 63 号議案 令和３年度宗像市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ 歳入決算額   １０２億６,６５５万２,１８８円（前年度比２.６％増） 

歳出決算額   １００億７,２２２万２,６８７円（前年度比２.８％増） 

歳入歳出差引額   １億９,４３２万９,５０１円 

２ 実質収支は１億９,４３２万９,５０１円の黒字であったが、単年度収支は約９００万円の赤

字となった。 

３ 令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響による受診控え等によって一時的に医療費が

減少していたが、令和３年度はその反動により１人当たり医療費は過去最大を更新し、４２万

１４５円となった。 

４ 国民健康保険税の現年度分の収納率は９７.７５％で、前年度より０.４２ポイント上昇した。 

５ 医療費適正化の取組として、レセプト点検、柔道整復師施術療養費の点検、ジェネリック医

薬品の普及、医療費通知の発送、特定健診受診者に対する運動助成券の提供などを行った。レ

セプト点検効果率は初めて目標値の０.４を超え０.４３となった。ジェネリック医薬品の普及

では、先発医薬品の代わりにジェネリック医薬品を使用した場合の差額を記載した差額通知書

の発行や医師会・薬剤師会等との連携による利用勧奨などの結果、数量ベースでの普及率は８

２.５％となり昨年より０.４ポイント上昇した。 

６ 特定健診受診者数は、新型コロナウイルス感染症による影響を受け大きく減少した令和２年

度に比べると回復基調である。 

〔直営診療施設勘定〕 

１ 歳入決算額   ７,８３５万８,４７０円（前年度比１.９％増） 

  歳出決算額   ６,９８２万５,３１３円（前年度比５.９％減） 

  歳入歳出差引額   ８５３万３,１５７円 

２ 新型コロナワクチン接種やＰＣＲ検査の実施による診療収入の増加や、新型コロナウイルス

ワクチン個別接種推進支援金の交付により歳入は増加した。その一方、新型コロナウイルス関

連以外での受診が減少傾向であったことに伴う医業費の減少や、大きな施設整備を行う必要が

無かったことによる施設整備費の減少により歳出は減少した。 

３ 一般診療の患者数も例年に比べて大きく増加しているが、これも新型コロナワクチン接種や

ＰＣＲ検査の実施によるものである。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・国民健康保険事業の確実な運営と医療費抑制への適切な取組を高く評価する。引き続き、被保

険者に寄り添う施策を展開し、事業運営を行ってほしい。 

・令和３年度は基金等の活用により国民健康保険税額を据え置いたことを評価する。今後も、特

別な事情の申請や減免措置など被保険者の個々の事情に合わせた丁寧な対応を要望する。また、

子どもの均等割額については令和４年度から国による軽減が実施されたが、今後も軽減につい

て検討してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 
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第 64 号議案 令和３年度宗像市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額   １６億８,５９８万  ９１６円（前年度比０.７％増） 

歳出決算額   １６億４,２５９万９,９１６円（前年度比０.８％増） 

  歳入歳出差引額    ４,３３８万１,０００円 

２ 歳入及び歳出決算額が増加した要因は、いずれも被保険者数の増加によるものである。令和

３年度の被保険者数は、前年度比で７５歳以上が３９８人増加、一定の障がいがある６５歳以

上７５歳未満は１１人減少し、全体では３８７人、２.７％増となった。 

３ 保険料の現年度分の収納率は９９.８２％で、前年度より０.０３ポイント上昇した。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で認定した。 

 

 

第 65 号議案 令和３年度宗像市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入決算額   ７９億７,７６３万１,２５０円（前年度比０.２％減） 

歳出決算額   ７７億６,７８６万９,４１１円（前年度比０.３％増） 

歳入歳出差引額  ２億  ９７６万１,８３９円 

２ 要介護認定率は１３.７％と微減した。介護予防・日常生活支援総合事業の開始に伴い、被保

険者が利用できるサービスの選択肢の幅が広がったこと、市内日常生活圏域全てに地域包括支

援センターが整備されたこと、介護予防事業に積極的に取り組んだこと等が要因と考えられる。 

３ 介護（予防）給付費と地域支援事業費の総額は７２億９,０７４万３,０００円で、前年度比

約９,２００万円の増となった。令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影響はあったものの、

感染防止等の対策を講じて利用者がサービスを利用したことが増加の要因と考えられる。 

４ 包括的支援事業及び任意事業においては、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、

事業継続及び拡大に努めた結果、前年度と比較して決算額は増加している。 

５ 令和３年度は第８期介護保険事業計画の初年度である。第８期の財政支出の計画値に対する

実績値の比率は９６.３％で、実績が計画を下回った。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・基金を活用して第８期の介護保険料を引き下げたことは評価するが、複数の通所系サービスの

利用を実質的に制限していることについては見直しを図るよう要望する。 

・介護保険制度利用者に寄り添った支援を行っていることを高く評価する。地域のオアシスとも

いえる地域包括支援センターについては、各地区のセンターでサービスに差異が出ないよう市

が支援してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 
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第 66 号議案 令和３年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入歳出決算額はともに４,４９０万６,２２１円（前年度比１.８％減）。 

２ 介護認定審査会は福津市と共同で設置しており、令和３年度は１６合議体で延べ２１１回開

催した。審査件数は宗像市と福津市の合計で４,４１２件、その割合は宗像市が６０.９％、福

津市が３９.１％である。 

３ 歳出の主なものは、認定審査会の委員報酬と旅費、審査会の判定資料の精査を行う専門職員

の人件費に相当する審査会派遣職員負担金である。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 

 

 

第 67 号議案 令和３年度宗像市渡船事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入歳出決算額はともに５億５,００２万２,０５５円（前年度比８.５％増）。 

２ 新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年度から旅客数、自動車航送台数ともに激減

しているが、令和３年度の乗客数は２３万６,０８４人で前年度比約９％の増と回復基調である。

３月の大島航路の旅客者数は前年度比で増加しているが、これは宿泊促進事業として実施した

宗像泊まってんキャンペーン（第２弾）や大島泊まろうキャンペーンの効果によるものである。 

３ 前年度に比べて歳出で事業費が増加しているが、船舶の燃料である軽油の高騰と、船舶修繕

の増加によるものである。なお、船員自ら船内を案内する「バックヤードツアー」を初めて企

画・実施するなど、コロナ禍の厳しい状況下において渡船独自の新たな取組を行っている。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で認定した。 

 

 

第 68 号議案 令和３年度宗像市下水道事業会計決算認定について 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収支の決算状況（税込み） 

収入決算額  ３０億１,４４２万   ４３円 

支出決算額  ２４億９,５１１万５,７１３円 

２ 資本的収支の決算状況（税込み） 

  収入決算額   ６億２,７８５万１,４００円 

  支出決算額  １６億２,２２７万１,８７８円 
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  収入不足分は、損益勘定留保資金等で補填している。 

３ 経営の健全性を示す経常収支比率は、使用料収入の増加及び資本費等の費用減少により、前

年度比１.９３ポイント増の１２０.５９％となっており、健全経営水準とされる１００％を上

回った。 

４ 処理水量は１,１０４万２,７００立米で、前年度比０.４％の減となった。有収水量は９３８

万８,１４５立米で前年度比０.４％増、有収率は８５.０％で前年度比０.７％増となったが、

降水量が少なかったことによる不明水の減少が原因と考えられる。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で認定した。 

 

 

第 70 号議案 令和４年度宗像市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 

 

 事業勘定は、歳入歳出それぞれ１億８,６２８万６千円を増額し、１０１億８,２９６万８千円

とする。直営診療施設勘定は、歳入歳出の予算総額は変わらず、歳入の内訳を補正する。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ 令和３年度事業勘定決算額の確定に伴い、歳入で繰越金を増額する。また、直営診療施設勘

定決算額の確定に伴い、歳入で基金繰入金を減額し、歳出で繰出金を減額する。 

２ 県支出金の精算金として償還金及び還付加算金を増額する。特定健康診査等負担金や普通交

付金などの返還のほか、会計検査院による検査で特別調整交付金（結核・精神）が過大交付で

あるとの指摘を受けたことにより、会計検査院と内容を精査した結果、平成３０年度分から令

和３年度分までの返還見込額も計上している。 

〔直営診療施設勘定〕 

令和３年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金を増額し、事業勘定繰入金を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 71 号議案 令和４年度宗像市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

 

 歳入歳出それぞれ１,３３８万１千円を増額し、１７億６,１８９万８千円とする。 

 

【審査内容】 

 明らかになった主な事項は次のとおり。 

 令和３年度決算額の確定に伴い、歳入で一般会計繰入金を減額して繰越金等を増額し、歳出で

後期高齢者医療広域連合納付金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 
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第 72 号議案 令和４年度宗像市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 

 

 歳入歳出それぞれ２億１,１７３万円を増額し、８１億３,９７８万６千円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 令和３年度決算額の確定に伴い、歳入で繰越金と一般会計繰入金を増額し、歳出で基金積立

金、償還金及び還付加算金と繰出金を増額する。 

２ 令和４年度介護報酬改定に伴う介護保険指定機関等管理システムの改修費用として、歳入で

国庫補助金と一般会計繰入金を増額し、歳出で総務管理費を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 73 号議案 令和４年度宗像市下水道事業会計補正予算（第２号）について 

 

収益的収入及び支出において、収入を２,４６２万４千円減額し、収入総額を３０億４,３３５

万３千円に、支出を３,１４６万７千円減額し、支出総額を２６億８,６４３万４千円とする。資

本的収入及び支出の補正はない。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

補正の主なものは、令和３年度決算額の確定に伴うものである。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 


